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令和 5年 4月 25 日 

報道関係各位 

～災害時に不足しやすい物資の供給を、民間企業がサポート～ 

福生市と株式会社カインズが 

災害時の生活物資の供給協力に関する協定を締結しました 

 

 

 

 

■災害時に不足しやすい物資の調達支援を行う 

大規模災害時には、物流のまひや、被災地における需要の高まりにより、一部の物資

の調達が困難になることが想定されます。福生市では、福生市地域防災計画に基づき生

活必需品や応急対策物品の公的な備蓄を進めていますが、不測の事態への備えとして、

民間企業との連携も推進しています。 

そこで、株式会社カインズの「まちのライフライン」としての取組の一環として、同社

の物流センターから簡易トイレや電池等の生活必需品のほか、ブルーシートや土のう袋

などの応急対策物品の供給を受ける当協定を締結することにより、被災住民等の生活の

サポートや、応急復旧体制の強化が期待できます。 

■協定について 

【締結日】令和 5年 4月 25 日 

【締結先】株式会社カインズ（代表取締役社長 CEO 高家
た か や

正行
まさゆき

氏） 

【供給物資】生活必需品、応急対策物品 

 

【問合せ】防災危機管理課 ℡551-1638 

福生市では、災害時の生活必需品の確保や資機材面での応急復旧体制の強化を図るた

め、大規模災害時に調達が困難な物資の流通在庫や輸送手段を保有している株式会社カイ

ンズ(本社:埼玉県本庄市)と、災害時における生活物資の供給協力に関する協定を、本日

4月 25 日に締結しました。 

当協定により、有事の際には、同社の物流センターから、簡易トイレや電池等の生活必

需品のほか、ブルーシートや土のう袋などの応急対策物品の優先的な調達が可能となりま

す。 


